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（３） 意見

給水収益の増収，高利の企業債借換による支払利息の軽減及び営業費用の縮減が図られ，平成２２年４月から水道料金の引き

下げが行われるなどの経営努力が認められる。

経営状況は前年度に引き続き良好に推移しているが，人口の減少や節水・リサイクル型社会の進展により水需要の増加は期待

できない。また，施設の老朽化に伴う設備更新及び今後発生が予想される宮城県沖地震に対応した耐震化を推進する必要がある

ことから，設備更新工事等の発注に当たっては，競争性の確保に十分留意しながら更に経費の縮減に努められたい。

今後とも全国的に見ても高い水準にある水道料金の改善に努めるとともに,平成22年4月に策定した｢宮城県企業局長期水道ビジ

ョン」の基本理念である「健全経営 「安心と信頼の確保」及び「安定供給の持続」の実現に向け，事業運営の効率化及び経」，

営基盤の強化を着実に図られたい。
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仙南工業用水道事業については，需要が見込めず事業化が困難なことから，事業のあり方について指摘して来たとまた，

ころ，全庁的な調整を図り公共事業再評価を経て県の政策・財政会議で事業の廃止が決定された。これを受け，国等と調整を

進めた結果，事業廃止に伴う国庫補助金の返還が免除されることとなっている。

なお，仙南工業用水道事業の累積した建設仮勘定残高は平成２１年度末で124億6,266万円に上り，建設仮勘定の財源として

の一般会計からの借入金残高は92億4,711万円となっている。

（単位：千円）

事業箇所 事業全体仙塩 仙台圏 仙台北部 仙南

112,073 27,039 82,471 － 221,584当年度純利益

利益剰余金（欠損金△） 745,722 750,422 △1,189,842 － 306,302

（３） 意見

工業用水道事業全体として，本年度は当年度純利益2億2,158万円を計上し，当年度未処分利益剰余金は3億630万円となって

いるが，各事業所では近年の景気悪化や工業用水の節水・リサイクル等が定着し水需要の減少傾向が続いている。また，施設

の老朽化に伴う設備更新及び今後発生が予想される宮城県沖地震に対応した耐震化を推進する必要があることから，設備更新

工事等の発注に当たっては，競争性の確保に十分留意しながら経費の縮減に努められたい。

さらに,平成２２年４月に策定した｢ ｣の基本理念である｢健全経営｣，｢安心と信頼の確保｣及宮城県企業局長期水道ビジョン

び「安定供給の持続」の実現に向け，今後の水需要に留意し，事業運営の効率化及び経営基盤の強化を着実に図られたい。

なお，従来から懸案であった仙南工業用水道事業のあり方について，事業廃止が決定されたことは評価できる。今後，事業

廃止に伴う清算を進めて行く上でダム使用権の処分や水道施設整理債借入等の課題もあり，国や関係機関と十分調整を図り適

正に会計処理を進める必要がある。
































































































































